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資料４

ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った
運動・スポーツの推進のための取組状況について

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇前回までの部会でもご報告させていただきました、ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの推進について、その後の取組状況を資料３を用いて、御説明いたします。
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ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツ
の推進に係る調査研究等事業の進捗状況について❶

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇まずは、ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの推進に係る調査研究等の事業の進捗状況について報告いたします。
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ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの推進に
係る調査研究等事業の進捗状況について

１．Sport in Life推進プロジェクト「スポーツ実施率の向上に向けた総合研究事業」 ライフパフォーマンスの向上
に向けた目的を持った運動・スポーツの推進に係る調査研究（概要）

• ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ調査検討
委員会（ライフパフォーマンスについての検討・整理）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇ここでは、ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ調査検討委員会でのライフパフォーマンスについての検討・整理についての進捗を主にご説明いたします。
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【参考：第３期スポーツ基本計画（抄）】
今後5年間に総合的かつ計画的に取り組む施策（５）スポーツによる健康増進
〔今後の施策目標〕
 スポーツと健康の関係やスポーツ実施促進の効果的な方法等についての科学的知見を蓄積し、蓄積された科学的知見の普及・活用を通じてスポーツを
通した健康増進を図る。

事業の趣旨
運動・スポーツは、体力の維持・向上、体重管理、自己免疫力の向上、ストレス解消等、心身の健康の保持増進に様々な効果が期待できる。
こうした効果を高めるためには、心身の維持・向上が必要な機能に焦点を当て、運動・スポーツの効果や影響に着目し、それに適した方法や目的を定めた運
動・スポーツ（目的を持った運動・スポーツ）を実施することが重要である。
このように目的を定め、心身に多様な変化を与える運動・スポーツを実施し、それぞれのライフステージにおいて最高の能力が発揮できる状態（ライフパフォーマ
ンスの向上）を目指すことによって、健康の保持増進はもとより、QOL（Quality of Life, 生活の質）を高めることなど、生きがいのある充実した生活を送る
ことにも寄与できる。
こうしたことを踏まえ、性別、年齢、障害の有無等にかかわらず多様な人々のスポーツを通じたライフパフォーマンスの向上に向けて、先進デジタル技術を活用し
た機器及びプラットフォーム等も活用しつつ、目的を持った運動・スポーツを推進していくため、以下の事業を実施する。

調査研究事業名 事業内容（概要）

1. ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・ス
ポーツの実践に関する実態・ニーズ調査

• 目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態及びニーズ調査
• ハイパフォーマンススポーツでのサポートで得られたスポーツ医・科学の知見や事例等の集約・整理
• ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践プログラム（方法例）の検討・提案

2. 指導者養成のための手引き、ツール、カリキュラムの作成
• 目的を持った運動・スポーツ（今回はスポーツ庁のセルフチェックと改善エクササイズ）を指導する者に対して、
指導のための手引きやツール、カリキュラムの作成

• 指導者育成のためのセミナーの開催
3. 運動・スポーツの欲求等を高め、多くの人々の運動・ス
ポーツの実施を促進するセンシングディバイスを含む計測
機器で得られたデータの活用方法等に関する調査研究

• センシングディバイスを含む計測機器から得られたデータを活用した取組等の実態調査
• センシングディバイスを含む計測機器で運動・スポーツの実施を促進する方法等の仮説立案と実証研究

３．Sport in Life推進プロジェクト「スポーツ実施率の向上に向けた総合研究事業」
ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの推進に係る調査研究（概要）

実施期間 令和５～6年度（２カ年事業（予定））

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇目的を持った運動・スポーツの推進に係る調査研究事業については、令和5年から2か年の実施期間で進め、現在進行形で推進している事業です。
〇この事業の中で、赤線で囲っている部分が「目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ調査」の概要を示しており、簡単に説明させていただきます。
〇この事業の概要は、目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態及びニーズを調査すること、ハイパフォーマンススポーツのサポ－トで得られたスポーツ医科学の知見や事例等を集約することなどを行う予定です。最終的にはライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践プログラムを提案することを考えております。
〇これらの調査研究を推進するため、また一般の人にも具体的に示してわかりやすく情報発信していくため、本検討委員会において、様々な分野からみた捉え方や関連する観点と要素を踏まえ、ライフパフォーマンスを検討、整理し、検討委員会での議論を中間取りまとめとして公表いたしました。
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ライフパフォーマンスについて
～ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ調査検討委員会 中間取りまとめ～（概要）

 スポーツ庁では、目的を持った運動・スポーツを推進し、性別、年齢、障害の有無等にかかわらず多様な人々の運動・スポーツを通
じたライフパフォーマンスの向上（それぞれのライフステージにおいて最高の能力が発揮できる状態）を目指している。

 ライフパフォーマンスについて具体的に示してわかりやすく情報発信していくため、本検討委員会において、様々な分野からみた捉え
方や関連する観点と要素を踏まえ、ライフパフォーマンスを検討、整理した。

ライフパフォーマンスとは

 困難な状況に陥ったとしてもそれを乗り越える力であり、それぞれのライフステージにおいて、環境変化や加齢等に心身機能
を適応させながら、個々の課題解決や目標達成に向けて発揮できる能力

 ライフパフォーマンスの向上を目指すことは、心身の健康の保持増進はもとより、QOLを高めることなど、Well-beingの最大化に資する。

目的を持った運動・スポーツとは 心身の維持・向上が必要な機能に焦点を当て、運動・スポーツの影響に着目し、それに適した方法や目的を定めた運動・スポーツ

ライフパフォーマンスに関連する要素の一つとして重要な「適応能力」

など

観
点
・
要
素

ライフステージ

生きがい

生き抜く力

Well-being

目標楽しさ・喜び

立ち直る力 予見行動力

身体的・心理的（充実感、自信、自己効力感、
幸福感、レジリエンス等）要因 対応・調整・適応能力

自然環境（地震、大
雨、洪水等による災
害や感染症の流行

等）

気候変動等による生
活環境の変化

社会環境
（少子高齢化）

スポーツの価値

共通項
出典）第２回ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に
関する実態・ニーズ調査検討委員会
（令和６年３月22日）資料１より抜粋・一部修正

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらが公表した中間取りまとめの概要（詳細版）になります。
検討委員会では、ライフパフォーマンスの整理、調査の内容や方法等の検討を行うため、スポーツ科学、医学、健康科学、リハビリテーション学、心理学、薬理学、経済学、地球惑星科学等の分野の学識経験者・専門家から構成される検討委員会を設置。
ここでは、ライフパフォーマンスに関連する観点と要素を様々な分野から見たライフパフォーマンスとして列挙し、観点・要素の中の共通項からライフパフォーマンスの整理を行いました。
共通する観点・要素の中には適応能力があり、適応能力を示す長官が作成した図も徳出しして記載させていただきております。
以上のように様々な観点で検討した結果、ライフパフォーマンスとは困難な状況に陥ったとしてもそれを乗り越える力であり、それぞれのライフステージにおいて、環境変化や加齢等に心身機能を適応させながら、個々の課題解決や目標達成に向けて発揮できる能力と整理しました。
また、ライフパフォーマンスの向上を目指すことは、心身の健康の保持増進はもとより、QOLを高めることなど、Well-beingの最大化に資するということを明記しています。
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ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ調査
検討委員会 中間取りまとめ（概要）～ライフパフォーマンスについて～

ライフパフォーマンスとは、困難な状況に陥ったとしてもそれを乗り越える力であり、それぞれのライフス
テージにおいて、環境変化や心身の変化を知覚し、心身機能を適応させながら、個々の課題解決や
目標達成に向けて発揮できる能力をいう。

ライフパフォーマンスについて

ライフパフォーマンス
とは

困難な状況に陥ったとしてもそれを乗り越える力であり、それぞれのライフステージに
おいて、環境変化や加齢等に心身機能を適応させながら、個々の課題解決や目標
達成に向けて発揮できる能力
ライフパフォーマンスの向上を目指すことは、心身の健康の保持増進はもとより、QOL
を高めることなど、Well-beingの最大化に資する。

・ ライフパフォーマンスは、人生100年時代の生活を支える基盤となり、この能力を開拓することにより、心身の健康の保持増進はもとより、Well-beingの維持・向上に
寄与。
・ ライフパフォーマンスには、①自然・社会の環境変化や加齢等に伴う心身の変化（以下「環境変化等」という。）を知覚する能力、②知覚によって得られた情報に応
じた、環境変化等への心身の対応・調整・適応能力（感染症等の疾病に対する耐性を含む。）やレジリエンス、予見行動力が含まれる。
・ ライフパフォーマンスの向上には、運動・スポーツの欲求を高めるとともに、目的を持った運動・スポーツの実施によって個々の能力をより高めていくことが重要。なお、個々の
ライフパフォーマンスの向上によって、それぞれが相互に影響し合い、新たに活力を生み出し、集団ひいては社会の形成、発展等にも寄与。
・ ライフパフォーマンスは、行動範囲、活動の量・質、運動器(※)の機能、自己効力感、幸福感、満足度、運動・スポーツ等を実施するための自分に合った時間の使い
方を含めた複数の指標により、自覚や観察ができる。
※ 身体運動に関わる骨、筋肉、関節、神経などの総称のこと。

ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ
調査検討委員会 中間取りまとめ（概要）～ライフパフォーマンスについて～から一部抜粋

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ライフパフォーマンスを更に詳細に示したものがスライド６になります。
黒ポツ部分になりますが、
・　ライフパフォーマンスは、人生100年時代の生活を支える基盤となり、この能力を開拓することにより、心身の健康の保持増進はもとより、Well-beingの維持・向上に寄与。
・　ライフパフォーマンスには、①自然・社会の環境変化や加齢等に伴う心身の変化（以下「環境変化等」という。）を知覚する能力、②知覚によって得られた情報に応じた、環境変化等への心身の対応・調整・適応能力（感染症等の疾病に対する耐性を含む。）やレジリエンス、予見行動力が含まれる。
・　ライフパフォーマンスの向上には、運動・スポーツの欲求を高めるとともに、目的を持った運動・スポーツの実施によって個々の能力をより高めていくことが重要。なお、個々のライフパフォーマンスの向上によって、それぞれが相互に影響し合い、新たに活力を生み出し、集団ひいては社会の形成、発展等にも寄与。
・　ライフパフォーマンスは、行動範囲、活動の量・質、運動器(※)の機能、自己効力感、幸福感、満足度、運動・スポーツ等を実施するための自分に合った時間の使い方を含めた複数の指標により、自覚や観察ができる。
と整理しています。

参考資料に本文と概要（詳細版）添付させていただきました。
スライド６の概要（簡易版）も含めて、中間取りまとめについてはスポーツ庁のホームページにも掲載しております。
ご確認いただき、ライフパフォーマンスの周知の際にはご活用いただけますと幸いです。
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ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ調査
調査研究① 大規模アンケート調査について

ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態及びニーズを調査し、その結果を集約する。

全国 18～89歳の男女

【サンプルサイズ】20,000件

【割付】住民基本台帳のデータを使用
→居住地域（都道府県を括り全国を数区分に分けたもの）×性別×年代ごとに、実際の人口比率に準じるような回収を想定

クロス・マーケティングのモニターに対するインターネット定量調査

調査背景

調査目的

調査対象者

サンプルサイズ
・
割付

調査手法

運動・スポーツは、体力の維持・向上、体重管理、自己免疫力の向上、ストレス解消等、心身の健康の保持増進に様々な効果が
期待できる。また、こうした効果を高めるためには、心身の維持・向上が必要な機能に焦点を当て、運動・スポーツの効果や影響に着
目し、それに適した方法や目的を定めた運動・スポーツ（目的を持った運動・スポーツ）を実施することが重要である。
このように目的を定め、心身に多様な変化を与える運動・スポーツを実施し、それぞれのライフステージにおいて最高の能力が発揮で
きる状態（ライフパフォーマンスの向上）を目指すことによって、健康の保持増進はもとより、QOL（Quality of Life, 生活の質）を
高めることなど、生きがいのある充実した生活を送ることにも寄与できる。この際、ハイパフォーマンススポーツでのサポートで得られたス
ポーツ医・科学等に係る知見が、アスリートだけでなく国民一般のライフパフォーマンスの向上に生かされることが望まれる。
また、アスリート、医学的配慮が必要である者、疾病や介護予防等のために運動が必要である者等については、それぞれの目的に応
じた方法で運動・スポーツが実施されるよう取組が行われている。一方、子育て世代や働く世代、未病である者については、こうした目
的に合わせた運動・スポーツの実施状況や自らの身体への意識の高さは個々のリテラシー及び取り巻く環境等により、多様であると考
えられる。
こうしたことを踏まえ、性別、年齢、障害の有無等にかかわらず多様な人々のスポーツを通じたライフパフォーマンスの向上に向けて、
先進デジタル技術を活用した機器及びプラットフォーム等も活用しつつ、目的を持った運動・スポーツを推進していく。

ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ
調査 個別ヒアリング資料より引用・一部抜粋

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇検討委員会での「ライフパフォーマンスについて」の整理に基づき、本事業では、大規模アンケートの調査研究を実施しています。
〇現在は結果を分析している段階で、結果が明らかになり次第、健康スポーツ部会でも共有させていただきます。
〇本アンケ―トでは、18～89歳の男女20000人を対象にインターネットを使ったアンケート調査を行っております。
〇この中では、アンケート回答者の年齢、性別などの属性や、主観的な健康状態、生きがい、幸福感、健診の受診状況、運動器の機能のチェックする方法を受けた経験の有無、それらと健康との関連の強さ、ライフパフォーマンスを高めることと運動・スポーツの関係、目的を持った運動スポーツに関する知識、目的を持った運動・スポーツの実施状況、運動・スポーツを通じて得たい効果等についての質問を聴取いたしました。
〇こちらの結果については、検討委員会で議論しているところです。
〇検討委員会でのご意見に基づき、今後分析する予定であり、分析結果が得られましたら追って、健康スポーツ部会でも報告いたします。
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ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツ
を推進するための周知啓発について➋

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、周知啓発の関係について報告いたします。
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ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツを推進
するための周知啓発について

１． 関係団体・機関、関係省庁と連携した周知啓発
・ 第67回日本腎臓学会学術総会での講演（令和６年６月29日）（室伏長官）
・ 安全衛生のひろば（中央労働災害防止協会発行）で「目的を持った運動・スポーツ」などを紹介
（令和６年７月１日）
・ 健康まちづくりEXPO2024での講演（令和６年７月４日）（菅原課長補佐）
・ SPORTEC2024での講演（令和６年７月17日）（菅原課長補佐）
・ SPORTEC2024での講演（令和６年７月18日）（室伏長官）
・ SPORTEC2024でのブースの出展（令和６年７月16日-18日）

２． メディア・ホームページ等を活用した周知啓発
・ スポーツ庁HPに「ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの実践に関する実態・ニーズ
 調査検討委員会 中間取りまとめ~ライフパフォーマンスについて～」の公表（令和６年７月９日）
・ ライフパフォーマンスについてを公表する記者との懇談会（令和６年７月10日）（室伏長官）
・ 「日曜日の初耳学」（MBS毎日放送）10年目記念イベント「初耳学 未来を創るのは君でしょ！」での講演
（令和６年７月13日）（室伏長官）
・ 「日曜日の初耳学」（MBS毎日放送）10年目記念イベント「初耳学 未来を創るのは君でしょ！」でのブース
の出展（令和６年７月13日-14日）

スポーツ庁における周知啓発の主な取組実績等（令和５年６月以降）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
前回の第28回健康スポーツ部会以降に室伏長官、当課スタッフが主として行った周知啓発の主な取組を一覧として挙げさせていただいております。
周知啓発では、関係団体・機関、関係省庁と連携した周知啓発とメディア・ホームページ等を活用した周知啓発に分けて報告いたします。
大きく分けて、関係団体・機関、関係省庁と連携した周知、メディア・ホームページ等を活用した周知がございます。
そのなかでも、ここでは、主には室伏長官が実施した周知啓発について写真等を特出ししながら説明いたします。
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１．関係団体・機関、関係省庁との連携した周知啓発①

• 日     時  ：令和６年６月29日
• 場     所  ：パシフィコ横浜ノース
• 学会テーマ：腎臓科学の高みを目指して
• 講演テーマ：スポーツを通じたライフパフォーマンスの向上のための取組
• 主     催  ：一般社団法人 日本腎臓学会

〇第67回日本腎臓学会学術総会での講演

「ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツ」を実
施することの重要性などを説明。

「コンディショニングに関する研究」で実施した「身体挙動による胸腹部内臓器の挙動と健康状態との
関連」の成果を説明。運動器と内臓器の機能の関連を分析したこの調査研究はスポーツならではの
視点での研究であり、この成果は運動・スポーツの価値を高める可能性があることを伝えた。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、関係団体・機関、関係省庁との連携した周知啓発についてです。
6月29日に開催された第67回日本腎臓学会学術総会で、室伏長官が、特別講演で、「スポーツを通じたライフパフォーマンスの向上のための取組」というテーマで講演されました。
講演の中では、ライフパフォーマンスの向上に向けた目的を持った運動・スポーツの重要性に加え、「コンディショニンに関する研究」で実施した「身体挙動による胸腹部内臓器の挙動と健康状態との関連」の成果を説明いたしました。
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１．関係団体・機関、関係省庁との連携した周知啓発②

• 安全衛生のひろば：
工場長や現場管理者、作業者に向けた
安全衛生の専門誌で、労働災害防止と
働く人の安全確保・健康増進に資する情
報を提供。

• 発行元：中央労働災害防止協会

〇安全衛生のひろば（中央労働災害防止協会発行）で「目的を持った運動・スポーツ」などを紹介

スポーツ庁で作成した「職場におけるライフパフォーマンスの向上を目指す目的を持った運動・スポーツに
関する指導のすすめ」の一部を4ページにわたって紹介。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらは、安全衛生の広場という中央労働災害防止協会が発行している専門誌です。
この専門誌において、昨年度当課が実施した事業「職場におけるライフパフォーマンスの向上を目指す目的を持った運動・スポーツに関する指導のすすめ」の一部を４ページに渡って紹介してもらいました。
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１．関係団体・機関、関係省庁との連携した周知啓発③

• 場所：東京ビックサイト東展示棟
• 主催：SPORTEC実行委員会

「コンディショニングに関する研究」の成果に係るポスターを掲示。スポーツ庁のブースを出展（７月16-18日）。ブースでは、セル
フチェックの動画を放映し、スポーツ庁職員等がレクチャーした。

〇SPORTEC2024での講演とブース出展

講演１
・日 時：令和６年7月18日 11：00～12：30
・演 題：国民のスポーツを通じたライフパフォーマンスの向上

に向けた取組 
・演 者：室伏長官、金岡教授（早稲田大学）

講演２
・日 時：令和６年7月18日 13：00～14：00
・演 題：運動器の機能評価とその改善対策 
・演 者：室伏長官、金岡教授（早稲田大学）
ブース出展
・日 時：７月16日-18日

ライフパフォーマンスの向上に向けて、目的
を持った運動・スポーツを実施することの重
要性を説明（講演１）。

セルフチェックの概要を説明した上で、 その一
部を指導（講演２）。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇先週、東京ビックサイトで行われたSPORTEC2024において、室伏長官が2つの講演に登壇しました。講演の中では、ライフパフォーマンスの向上に向けて、目的を持った運動・スポーツを実施することの重要性を説明しました。
〇もう一つの講演では、セルフチェックの概要を説明した上で、身体機能の低下を改善するためのコレクティブエクササイズの一部を実演・指導しました。
〇SPORTEC2024が開催された3日間において、会場内にスポーツ庁のブースが出展されました。ブース内では、セルフチェック動画を放映し、スポーツ庁職員等がセルフチェックの方法をレクチャーしました。
〇また、ブース内にはコンディショニングに関する研究の成果に係るポスターを掲示し、成果の周知を図りました。
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２．メディア・ホームページ等を活用した周知啓発①

〇スポーツ庁長官による記者との懇談（第73回）
• 開催日：令和６年７月10日
• 場所：スポーツ庁

「ライフパフォーマンスの向上に
向けた目的を持った運動・ス
ポーツの実践に関する実態・
ニーズ調査」検討委員会で
行った「ライフパフォーマンスに
ついて」の中間取りまとめをス
ポーツ庁HPにおいて公表した
ことを記者に報告。

〇スポーツ庁のホームページで「ライフパフォーマンスについて」の中間取りまとめを公表
• 公表日：

令和６年７月9日

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇メディア・ホームページ等を活用した周知啓発について説明いたします。
〇「ライフパフォーマンスの中間取りまとめの公表」や、そのことを室伏長官の記者との懇談の冒頭で触れていただきました。
〇中間取りまとめが掲載されたスポーツ庁のホームページについては、QRコードを添付しておりますので、こちらよりアクセスいただけますと幸いです。
〇ページの中ほどに中間取りまとめの本文と概要を公開しております。
〇是非ともダウンロードしていただき、委員の先生方におかれましても、周知の際にご活用いただけますと幸いです。
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〇「日曜日の初耳学」（MBS毎日放送）10年目記念イベント「初耳学 未来を創るのは君でしょ！」での講演とブース出展

• 開 催 日：令和６年７月13日
• 場   所 ：常翔ホール（大阪工業大学 梅田キャンパス）
• テ ー マ  ：「未来のアスリートへ贈る室伏広治スポーツ庁長官の身体と心の熱血授業」
• 出 演 者：室伏長官、鳥谷敬氏、チャンカワイ氏、西村麻子氏
• 参加者数：550名

ブースでは、セルフチェックの動画や紙風船エクササイズの実践動画を放映し、スポーツ庁職員が
レクチャーした。

ブースでは、セルフチェックやSport in Lifeなどのスポーツ庁の
取組などを紹介。

２．メディア・ホームページ等を活用した周知啓発②

室伏長官が、「初耳学 未来を創るのは君でしょ！」のイベントに出演。新聞紙
エクササイズ、セルフチェックと改善エクササイズなどを紹介。

室伏長官による講演

ブース出展
• 開催日：令和６年７月13日-14日
• 場所：MBS毎日放送本社１F

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
〇7月13日には、室伏長官が「初耳学　未来を創るには君でしょ！」という初耳学のイベントの中で開催された熱血授業に登壇され、その中で、一般の人550人に対して紙新聞エクササイズやセルフチェックと改善エクササイズなどを紹介しました。
〇このイベントは7月13,14日の2日間にわたって行われ、開催期間中はスポーツ庁のブースを設置し、来場者に対してセルフチェックの動画や紙風船エクササイズをスポーツ庁職員がレクチャーしました。

〇以上のように、スポーツ庁では、室伏長官が筆頭となり、スポーツ庁職員も含めて、様々な場所で、様々な人に対して周知をさせていただいております。
〇委員の先生方におかれましても、ライフパフォーマンスに係る内容や資料について、先生方のSNSや、大学での授業等の資料などにご活用いただくなど、周知に御尽力賜れますと幸いです。
〇説明は以上でございます。
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